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福岡市防災センター及び天神地下街における高齢者体験
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AgedpeopleareincreaslngrapidlyintheseyearsandtheagingsocietywillbeaseriousproblemofJapan.Although

variousmeasureswhicharetendertotheagedordisabledpersonsa托adopted,therearestillmanybarriersinour

surroundings.ltisnecessarytodevelopabarrier-freesocietyandtoreducetheproblemswhenthehandicappedfacea

disaster.Inthisstudy,theauthorsinvestlgatedtheproblemswhichahandicappedpersonwouldmeetinfire-

extinguishingorrefugeactioninafire.TheexpenmentswereconductedintheFukuokaDisasterPreventionCenter.

Toevaluatethedifficultylnguidingtheagedordisabledpeople,thebarrier-freecheckwasalsocamiedoutforpublic

facilitiesintheTenjinundergroundcenter,FukuokaCity.Simulatedexpenenceasanagedordisabledpersonprovides

usopportunitytonoticethatthereremainlotsofbamiersinoursurroundings･

1.はじめに

現在,日本は高齢社会という問題を抱えている.国

勢調査によれば,2015年には4人に1人が高齢者となる

見通しである1).したがって,これから急増する高齢

者人口を視野に入れて高齢者対策を行っておく必要が

ある.そのような中,最近交通バリアフリー法が施行

され,また福祉のまちづくり条例が各地方公共団体で

定められるなど,行政側がバリアフリーへの取り組み

を重視していることが伺える2).しかし,それでも私

たちの周りにはバリアになっている部分が数多く残存

している.

これまで著者らは,長崎市内において路面電車と電

停のバリアフリー調査を行い,ノーマライゼーション

の理念に沿って,路面電車や電停が誰にとっても利用

しやすいものになっているかを調査したが,様々な箇

所でバリアになっている部分が見られた3).また,バ

リアフリーへの取り組みが進んでいる大型商業施設を

バリアフリー視察した際にも,まだまだ問題点が残る

箇所があった4).

一方,通常の生活の中でのバリアフリーの充実を進

めていくだけでなく,災害時のような状況に直面した

場合でも,移動困難者である高齢者や車いす使用者が

避難できるような取り組みも必要になってくる.高齢

者が,地震や火災などの災害時では,停電などの暗闇

により避難行動を大きく左右されていることなど,移

動困難者の災害時における問題点についても日を向け

なければならない 5).

そこで本研究では,移動困難者である高齢者や障害

者が,火災時での消火活動と避難行動で,どのような

問題を抱えているのかを福岡市防災センターにて調査

した.また.移動困難者が公共施設を利用する際での

問題点について調査するために,天神地下街のバリア

フリー調査を行った.以上の調査から,高齢者や障害

者の火災時における問題点と施設を利用する際の問題
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写真-1 消火活動の様子

点を把握することができ,今後の福祉の方向性を考え

ることができるはずである.

2.調査項目

火災時における消火活動や避難行動に関する調査で

は,高齢者や障害者がどのような問題を抱えているの

かを明らかにする.さらに,その状況での高齢者や障

害者が取るべき行動について提言を行っていく.

一方,天神地下街は公共性の高い施設であり,移動

困難者である高齢者や障害者の利用も多い.その天神

地下街において車いす体験と高齢者擬似体験から地下

街の問題点を明らかにするために,バリアフリー調査

を行った.高齢者や障害者が天神地下街という施設を

利用する際に制約を受けている箇所やバリアになって

いる箇所を,擬似体験によって明らかにした.それを

もとに,問題となっている箇所を選定し,その対策を

議論する.

3.調査方法

福岡市防災センター (福岡市早良区)では,消火活

動と避難行動という状況を,高齢者や障害者の立場で

擬似体験できるように,高齢者体験セットと車いすを

用いて調査を行った.

写真-1に示す消火活動は,｢部屋で火事が発生して

いる｣という状況を映し出した画面に消火器を放射し,

消火させるというものである.ただし,放射されてい

る場所が消火するのに適していなかったり,消火活動

が遅れたりすると ｢消火不能｣となるように設定され

ている.

次に火災時における避難行動では,写実-2にその調

査の様子を示しているが,多数の小部屋とそれを結ぶ

ドアがある.その ドアは引戸と押戸が複雑になってお

り,さらに開かないドアも設置されている.この迷路

写真-2 避難行動の様子
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図-1 避難路の全体見取り図

のような部屋から非常口誘導灯を助けにしながら避難

を行う.なお,図-1は避難行動を行った通路の全体図

である.

また,天神地下街では,車いす2台と高齢者休験セ

ット3式を用いて,車いす使用者や高齢者の立場にな

ってバリアフリー調査を行った.

4.防災センターにおける調査結果

4.1 消火活動

防災センターにおいて消火活動を行った結果,車い

す使用者や視覚障害者,高齢者が火災に直面した時の

問題点と,その時取るべき行動を明らかにすることが

できた.以下に,具体的に述べる.

(a)車いす使用者の場合

車いす使用者が消火活動を行う場合に,最も開港と

なったことは,下方に置いてある消火器を火災現場に

移動させるのに時間がかかったことである.これは,

消火器が約6.6kgもあるために,写真-3のように,下

方にある消火器を車いす使用者が持ち上げようとする

と重心が前方に移動することから,前方に転倒する危

険性があり,消火器をすぐに持ち上げることができな

かったためである.この結果,火災現場への移動が遅
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写真-3 車いす使用者にとって重い消火器

れ,消火不能になることが多かった.

このように車いすでの消火活動は困難であるため,

車いす使用者が火災時に取るべき行動は以下のような

ものになるだろう.まず小規模な火災では,車いす使

用者が使えるような通常の消火器よりも軽い消火器が

あるので,この軽量の消火器を用いるべきである.一

方,大規模な火災や火元の場所が分からない火災に直

面した場合は,まず避難をすることが肝要である.

(b)視覚障害者の場合

視覚障害者の場合は,燃えている場所をはっきりと

は認知できず,写真-4のように消火器の狙いが燃えて

いる部分から外れており,その結果,消火不能になっ

てしまった.

なお,避難行動を行った視覚障害者は,火災時には

火の熱温度を感知して,火災の大きさを認識するとい

うことであるが,車いす使用者同様,大規模な火災や

火元が分からない火災の場合,視覚障害者はまず避難

することを考えるべきである.

(C)擬似高齢者の場合

擬似高齢者は全身を拘束するサポーターやおもりを

身に付けていることで,全身運動が制限されている.

この状態での消火活動では,多くの開港点があった.

例えば,動きが遅いために火事を認知してから消火器

の場所まで移動するのに時間がかかることや,火災現

場まで消火器を持っていくのに消火器が重く感じら

れ,なかなか敏速に消火活動に移れないことなどであ

る.

以上のことから高齢者についても,火災で危険を感

じたらまず避難することが望まれる.

4.2 遭難行動

災害に直面した場合には,一般には混乱し冷静な判

断をとることができない.この判断に健常者や高齢者,
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写真-4 火元が分らない視覚障害者

障害者の違いはない.災害時が通常の状態とは異なる

ため,これは当然の結果であると言え,今回行った火

災時の避難行動休族でも同様のことが言えた.

避難行動を検証した結果,被験者は主に次の3つの

点が原因となり,混乱状態におちいっていたことが明

らかになった.まず1つ目は,部屋から部屋へ移動す

る際に通過するドアが引戸か押戸であるのか分からな

いことである.2つ目は,その ドアの開閉状況が分か

らないこと,そして3つ目は,自分が通っているドア

が避難するのに適切なドアであるか分からないことで

ある.使用頻度が多い建物に設置されている場合では,

その ドアの構造や避難経路を覚えているために正確な

避難ができるが,今回のように初めて利用する建物の

場合では,その建物の構造が分からず,不安な状態で

避難をしなければならないので,誤った選択を繰り返

したと考えられる.

以下では,移動困難者である高齢者や視覚障害者と

健常者を比較して,避難行動を行う際にどのような点

が異なっていたのかを検討する.

図-2は視覚障害者,擬似高齢者,擬似高齢者 (視

覚のみ),健常者が避難行動を行うのに所要した時間

を示している.視覚障害者と擬似高齢者は,健常者と

比較 して避難行動により時間がかかったことが分か

る.

次に,視覚障害者と擬似高齢者が避難するのに時間

がかかった原因について検討を行う.視覚障害者につ

いては,混乱していたこと以外に,視力が低下してい

ること,煙による視界の悪さのために非常口誘導灯を

見ることが困難であり,そのために避難行動の時間が

長かったことが,避難時間が長くなったことの原因だ

と考えられる.その非常口誘導灯は白と緑で表示して

おり,通常時は分かりやすいものであったが,避難時

には非常口誘導灯に気づくことができないという結果
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図-2 避難に要した時間

であった.したがって,非常口誘導灯を煙が少ない床

面に近い高さに設置するなど,避難時でも気付くよう

な工夫をする必要性があると言える.

擬似高齢者については,視界が悪くなる高齢者ゴー

グルや手の感覚が鈍る手袋を身に付けていたため,ド

アノブを正確に認識することができなかった.したが

って,ドアノブをしっかりと回すことができず,開く

はずの ドアを開けられず,その ドアに鍵がかかってい

ると勘違いして,その場所で迂回を繰り返すことが多

かったようである.

5.天神地下街におけるバリアフリー調査結果

天神地下街におけるバ リアフリー調査を行った結

栄,数多くのバリアが残っていることが明らかになっ

た.その原因として,天神地下街が作られたのは高度

経済成長期であり,あまり福祉に考慮されなかったこ

とが挙げられる.その結果,天神地下街には高齢者や

車いす使用者の利用が困難である箇所が数多くあり,

これらを改善する必要性があるということがあきらか

となった.以下に各箇所における現状と課題について

述べる.

(1)案内所

写真-5は案内所を示している.車いす使用者にはカ

ウンターが高いために案内所の利用が困難になってい

る.また,高いカウンタ-であるために,車いす使用

者と案内貝の日の高さに高低差が生じ,日の高さが低

い車いす使用者が案内貝に威圧感などを感じる可能性

がある.これらの問題を改善するため,高さの異なる

2種類のカウンターを設置することが望まれる.

写真-5 高さのバリアがあるカウンター

(2)膳段およびエスカレーター

写真-6のように,実際に擬似高齢者となり階段を下

りた.そこで大きな恐怖を感じたのであるが,それは

高齢者ゴーグルを付けているために視界が悪くなって

いることや,関節を拘束するサポーターを装着してい

ることで体の自由が奪われ,階段を踏み外す危険を感

じたことによる.

踏み面を強調させるための黄色の線は表示 されてい

たが,線がかなり細いために高齢者ゴーグルを装着す

ると認識が困難であった.逆に階段を上がる場合は,

あまり恐怖を感じなかった.これは,階段を上がる場

合の方が下る場合より,踏面への注意を集中できるか

らであると考えられる.したがって,階段を設置する

際には,｢危険である下り｣に考慮 した設計がなされ
るべきである.

また,手すりについても問題点が多くあった.手す

りの形状や高さについては問題はないが,手すりの色

に問題があった.写真-6の左の手すりと背面の壁の色

は,同一色になっていた.したがって,擬似高齢者や

視覚障害者にとっては,手すりを認識できない,大変

写英一6 問題のある手すりと踏面
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危険な状態と言える.手すりが目立つような色を使う

必要がある.

一方,エスカレーターについても,｢下りの危険性｣
が言えるが,この場所には上り用のエスカレーターの

みが設置されており,下り用のエスカレーターは設置

されていなかった.

(3)接近してくる車への訪韓

地下駐車場では高齢者が皐の接近をどの程度認識で

きるのかについて調査を行った.高齢者は,接近して

くる車への認識が遅くなってしまい,約10mの距離に

接近してくるまで気づかないという結果であった.逮

に串の運鞍手にとっては,高齢者が車に気づいている

と思っているため,高齢者のすぐ側を減速せずに通過

しており,大変危険であった.このことから,運転手

が歩行者を注視する余裕を持つとともに,高齢者側に

も細心の注意を払う必要があるということが分かっ

た.

(4)フロア

天神地下街はフロアを薄暗くしている.これは各店

舗を明るく照らすことで各店舗を強調させるためであ

る.景戟的には健れていると思われるが,フロアが暗

いということで,高齢者や障害者にとっては移動が困

難であるということが調査の結果,明らかになった.

さらに,フロアが石畳のために,車いす使用者が移動

する際に車いすが振動し,長時間の移動は困難であっ

た.

(5)ATM

ATMについても,写真-7のように従来の,高齢者

には使用しづらいATMが設置されていた.このタイ

プのATMは,車いす使用者には画面が高く,またボ

タンの形式が体感式だけなので,視覚障害者には認識

が難しいという問題点がある.しかし,このようなバ

リアをなくした最新のATMが他の施設などでは設置

写実-7 見えにくいATM

写真-8 使いにくい券売機
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され始めている.最新のATMは南面が低く,画面を

使用者に向けることにより,画面を見やすくしている

など,高齢者や車いす使用者の使用に考慮されたつく

りになっており,天神地下街においても早急の整備が

望まれる.

(6)券売機

写真-8は天神地下街の券売機である.高齢者が券売

機を利用しやすいように料金を入れる部分が丸型であ

り,硬貨を入れやすくしていることが分かる.しかし,

行き先を示す地図や取り消 しを示す表示が小さいた

め,高齢者や視覚障害者にとっては認知が難しいとい

う問題が残っている.したがって,券売機の配色や字

の大きさを考慮して,認識しやすくする必要があると

言える.

写真-9 小さい字で書かれたサイン
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(7)非常標線

災害時など緊急避難をする場合において,最も危険

性を有しているのは高齢者や障害者を始めとした移動

困難者である.移動困難者にとって,避難するための

重要な手助けとなるのは非常標識の存在である.しか

し,写真-9で分かるように,擬似高齢者や視覚障害者

には非常標識と書かれている文字が小さく,認識する

ことが困難であり,結果的に何を示すサインなのかが

分かり難くなっている.

6.おわりに

移動困難者である高齢者や障害者の見地から消火活

動や避難行動を調査したことは,実際の火災に直面し

た場合における,移動困難者の問題点を解決していく

必要性を認識する横合を与えてくれた.

一方,天神地下街のバリアフリー調査では,高齢者

体験セットと車いすを使用することで,移動困難者が

天神地下街のような公共施設を利用する際の問題点を

浮きぼりにすることができた.これらの問題を解決す

ることができれば,すべての人が生活しやすい施設に

近づくと考えられる.

拓 ･田中 宏典 ･後藤惹之輔
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